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(57)【要約】
【課題】防腐剤を提供する。
【解決手段】本発明は、パーソナルケア用品、医薬品及
び家庭用品中の防腐剤として、式中のすべての基が請求
項１において定義される意味を有するところの式（１）
で表される化合物の使用に関し；該防腐剤はまた、缶中
の防腐剤として使用され得る。
【化１】

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
防腐剤として、以下の式（１）
【化１】

（式中、
　Ｘは、－ＣＨ2－又は－Ｏ－を表し；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；及び
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物の使用。
【請求項２】
式中、
　Ｘは、－ＣＨ2－又は－Ｏ－を表し、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
防腐剤として、式中、
　Ｘは、－ＣＨ2－又は－Ｏ－を表し、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル
カルボニル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭素原
子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアル
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キルカルボニル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された炭
素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒドロキ
シ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、炭素
原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし３の
アルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のアルキ
ル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、請求項１に記載の使用。
【請求項４】
式（１ａ）
【化２】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物が使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項５】
式（１ｂ）
【化３】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
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炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物が使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項６】
式（１ｃ）
【化４】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物が使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項７】
式（１ｄ）
【化５】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
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炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物が使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項８】
式（１ｅ）
【化６】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物が使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項９】
式（１ｆ）
【化７】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
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ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物が使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項１０】
式（１ｇ）
【化８】

で表される化合物が使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項１１】
式（１ｈ）

【化９】

で表される化合物が使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項１２】
式（１ｉ）
【化１０】

で表される化合物が使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項１３】
化粧品配合物及び／又は医薬品配合物中における、請求項１ないし１２のうちいずれか１
項に記載の、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）
、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物の使用。
【請求項１４】
工業用途のための缶中の防腐剤としての、請求項１ないし１２のうちいずれか１項に記載
の、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ
）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される化合物の使用。
【請求項１５】
請求項１ないし１２のうちいずれか１項に記載の、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１
ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表され
る少なくとも１種の化合物を含むパーソナルケア配合物。
【請求項１６】
式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）、
（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物を０．０１ないしおよそ



(7) JP 2009-501186 A 2009.1.15

10

20

30

40

50

５質量％含む、請求項１５に記載のパーソナルケア配合物。
【請求項１７】
請求項１ないし１２のうちいずれか１項に記載の、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１
ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表され
る少なくとも１種の化合物を含む医薬品配合物。
【請求項１８】
式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）、
（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物を０．０１ないしおよそ
５質量％含む、請求項１７に記載の医薬品配合物。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防腐剤として特定の芳香族化合物の使用に関する。
【発明の開示】
【０００２】
　本発明は、防腐剤として、以下の式（１）
【化１】

（式中、
　Ｘは、－ＣＨ2－又は－Ｏ－を表し；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；及び
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物の使用に関する。
【０００３】
　これらの防腐剤は好ましくは、化粧品配合物及び／又は医薬品配合物中で使用される。
さらに、これら防腐剤はまた、工業用途のための缶中の防腐剤として使用され得る。
　微生物を非常に迅速に破壊する殺菌剤とは対照的に、防腐剤は、より長期間での効果を
有していなければならない。防腐剤は所謂、微生物抑制効果を有している。
【０００４】
　炭素原子数１ないし２０のアルキル基は、直鎖状の又は枝分れ状のアルキル基、例えば
メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、
第三ブチル基、ペンチル基、イソペンチル基、第三ペンチル基、ヘキシル基、シクロヘキ
シル基、ヘプチル基、オクチル基、イソオクチル基、ノニル基又はデシル基等である。
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　炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基は、直鎖状の又は枝分れ状のアルコキシ基、例
えばメトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、イソプロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、
第二ブトキシ基、第三ブトキシ基、ペンチルオキシ基、イソペンチルオキシ基、第三ペン
チルオキシ基、ヘプチルオキシ基、オクチルオキシ基、イソオクチルオキシ基、ノニルオ
キシ基又はデシルオキシ基等である。
　炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基は、直鎖状の又は枝分れ状のカルボニル
基、例えばアセチル基、プロピオニル基、ブチリル基、イソブチリル基、バレリル基、イ
ソバレリル基又はピバロイル基等である。
　ヒドロキシ基で置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基は、ヒドロキシメチル
基、ヒドロキシエチル基、ヒドロキシプロピル基、ヒドロキシブチル基、ヒドロキシペン
チル基、ヒドロキシヘキシル基、ヒドロキシヘプチル基、ヒドロキシオクチル基、ヒドロ
キシノニル基又はヒドロキシデシル基等である。
【０００５】
　本発明の好ましい態様は、防腐剤として、式中、
　Ｘは、－ＣＨ2－又は－Ｏ－を表し、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１）で表される化合物の使用である。
【０００６】
　本発明のより好ましい態様は、防腐剤として、式中、
　Ｘは、－ＣＨ2－又は－Ｏ－を表し、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル
カルボニル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭素原
子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアル
キルカルボニル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された炭
素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒドロキ
シ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、炭素
原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし３の
アルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のアルキ
ル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１）で表される化合物の使用である。
【０００７】
　本発明の興味深い態様は、防腐剤として、式（１ａ）
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【化２】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物の使用である。
【０００８】
　本発明のより興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ａ）で表される化合物の使用である。
【０００９】
　本発明のとりわけ興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル
カルボニル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭素原
子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアル
キルカルボニル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された炭
素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒドロキ
シ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、炭素
原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし３の
アルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のアルキ
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ル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ａ）で表される化合物の使用である。
【００１０】
　本発明の興味ある態様は、防腐剤として、式（１ｂ）
【化３】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物の使用である。
【００１１】
　本発明のより興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｂ）で表される化合物の使用である。
【００１２】
　本発明のとりわけ興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル
カルボニル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭素原
子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアル
キルカルボニル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された炭
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素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒドロキ
シ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、炭素
原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし３の
アルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のアルキ
ル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｂ）で表される化合物の使用である。
【００１３】
　本発明の興味深い態様は、防腐剤として、式（１ｃ）
【化４】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物の使用である。
【００１４】
　本発明のより興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｃ）で表される化合物の使用である。
【００１５】
　本発明のとりわけ興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル
カルボニル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭素原
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子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアル
キルカルボニル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された炭
素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒドロキ
シ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、炭素
原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし３の
アルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のアルキ
ル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｃ）で表される化合物の使用である。
【００１６】
　本発明の興味深い態様は、防腐剤として、式（１ｄ）
【化５】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物の使用である。
【００１７】
　本発明のより興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｄ）で表される化合物の使用である。
【００１８】
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　本発明のとりわけ興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル
カルボニル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭素原
子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアル
キルカルボニル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された炭
素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒドロキ
シ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、炭素
原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし３の
アルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のアルキ
ル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｄ）で表される化合物の使用である。
【００１９】
　本発明の興味深い態様は、防腐剤として、式（１ｅ）
【化６】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物の使用である。
【００２０】
　本発明のより興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
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３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｅ）で表される化合物の使用である。
【００２１】
　本発明のとりわけ興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル
カルボニル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭素原
子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアル
キルカルボニル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された炭
素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒドロキ
シ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、炭素
原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし３の
アルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のアルキ
ル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｅ）で表される化合物の使用である。
【００２２】
　本発明の興味深い態様は、防腐剤として、式（１ｆ）
【化７】

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし６のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし６のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す。）
で表される化合物の使用である。
【００２３】
　本発明のより興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１０の
アルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキ
ルカルボニル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭
素原子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキルカルボニル基又は炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基を表し；
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　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された
炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒド
ロキシ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、
炭素原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし
３のアルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のア
ルキル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｆ）で表される化合物の使用である。
【００２４】
　本発明のとりわけ興味深い態様は、防腐剤として、式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル
カルボニル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、フェニル基又はフェニル－炭素原
子数１ないし３のアルキル基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアル
キルカルボニル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し；
　Ｒ4は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、ヒドロキシ基で置換された炭
素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、ヒドロキ
シ基、ホルミル基、アセトニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルカルボニル基、炭素
原子数２ないし１０のアルケニル基、カルボキシ基、カルボキシ炭素原子数１ないし３の
アルキル基、炭素原子数１ないし３のアルキルカルボニル炭素原子数１ないし３のアルキ
ル基又はカルボキシアリル基を表す、
ところの、式（１ｆ）で表される化合物の使用である。
【００２５】
　防腐剤としての使用のために最も重要なのは、式（１ｇ）、（１ｈ）及び（１ｉ）
【化８】

で表される化合物である。
【００２６】
　該化合物は既知であるか、又は従来既知の方法に従い製造され得る。そのような製造方
法は例えば、欧州特許第１０５３９８９号明細書に開示されている。
　本発明に従う防腐剤の配合物中の濃度は様々である。一般に、本発明の防腐剤は、市販
の配合物の全量に基づき、およそ０．０１ないしおよそ５質量％の濃度で、該配合物中に
混和され得る。よりとりわけ、化粧品配合物又は医薬品配合物に対し、本発明の混合物の
量は、１．０質量％を超える必要はないが、工業用の又は家庭用の洗浄剤のためには、所
望により５質量％までの量が使用され得る。
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【００２７】
　本発明の態様は、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（
１ｆ）、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物、及
び美容学的に許容し得る補助剤を含むパーソナルケア配合物である。
　本発明の好ましい態様は、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１
ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化
合物を０．０１ないし５質量％、及び少なくとも１種の美容学的に許容し得る補助剤を９
５ないし９９．９９質量％含むパーソナルケア配合物である。
【００２８】
　本発明の他の態様は、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）
、（１ｆ）、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物
、及び医薬的に許容し得る補助剤を含む医薬品配合物である。
　本発明の好ましい態様は、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１
ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化
合物を０．０１ないし５質量％、及び少なくとも１種の医薬的に許容し得る補助剤を９５
ないし９９．９９質量％含む医薬品配合物である。
【００２９】
　本発明の他の態様は、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）
、（１ｆ）、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物
、及び家庭用配合物中で使用される補助剤を含む家庭用配合物である。
　本発明の好ましい態様は、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１
ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化
合物を０．０１ないし５質量％、及び少なくとも１種の家庭用配合物中で使用される補助
剤を９５ないし９９．９９質量％含む医薬品配合物である。
【００３０】
　本発明に従うパーソナルケア製剤は、油中水型の又は水中油型のエマルジョンとして、
アルコール性の又はアルコール含有の配合物として、イオン性の又は非イオン性の両親媒
性脂肪の液胞分散液として、ゲルとして、固体スティックとして又はエアゾール配合物と
して、配合され得る。
　油中水型の又は水中油型のエマルジョンとして、美容学的に許容し得る補助剤は好まし
くは、該エマルジョンの総質量に基づき、油相を５ないし５０質量％、乳化剤を５ないし
２０質量％及び水を３０ないし９０質量％含む。油相は、化粧品配合物に対して適するい
かなる油でもあり得、例えば１種以上の炭化水素油、ワックス、天然油、シリコーン油、
脂肪酸エステル又は脂肪アルコールである。好ましいモノ又はポリオールは、エタノール
、イソプロパノール、プロピレングリコール、ヘキシレングリコール、グリセロール及び
ソルビトールである。
【００３１】
　本発明に従う化粧品配合物は、種々の分野で使用される。とりわけ、以下の製剤、例え
ば：
－スキンケア製剤、例えば、タブレット形態又は液体セッケン、合成洗剤又は洗浄用ペー
ストの形態にある皮膚洗浄及び清浄製剤：
－浴用製剤、例えば液体（フォームバス、ミルク、シャワー製剤）又は固体の浴用製剤、
例えばバスキューブ及びバスソルト；
－スキンケア製剤、例えば、皮膚用エマルジョン、マルチエマルジョン又は皮膚用オイル
；－化粧品用パーソナルケア製剤、例えば、日中用クリーム又はパウダークリーム、フェ
イスパウダー（ルーズ又は圧縮された）、ルージュ又はクリームメイクアップの形態にあ
る顔面用メイクアップ、アイケア用製剤、例えばアイシャドウ製剤、マスカラ、アイライ
ナー、アイクリーム又はアイフィックスクリーム；リップケア製剤、例えばリップスティ
ック、リップグロス、リップ輪郭用ペンシル、マニキュア、マニキュア除去剤、ネイルハ
ードナー又は表皮除去剤のようなネイルケア製剤；
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－肌用衛生製剤、例えば肌用洗浄ローション又は肌用スプレー；
－フットケア製剤、例えばフットバス、フットパウダー、フットクリーム又はフットバル
サム、特別の脱臭剤及び制汗剤又はタコ除去製剤；
－光保護製剤サンミルク、ローション、クリーム及びオイル、サンブロック又はトロピカ
ル、プレタンニング製剤又はアフターサン製剤；
－皮膚日焼け製剤、例えばセルフタンニングクリーム；
－脱色製剤、例えば皮膚をブリーチングするための製剤又は皮膚脱色製剤；
－昆虫忌避剤、例えば昆虫忌避オイル、ローション、スプレー又はスティック；
－脱臭スプレー、ポンプ作動のスプレー、脱臭ジェル、スティック又はロールオンのよう
な脱臭剤；
－制汗剤、例えば制汗スティック、クリーム又はロールオン；
－荒れた皮膚を清浄にし及びケアするための製剤、例えば合成洗剤（固体又は液体）、ピ
ーリング又はスクラブ製剤又はピーリングマスク；
－化学薬品形態にある脱毛製剤（脱毛）、例えば、脱毛パウダー、液体脱毛製剤、クリー
ム又はペースト形態の脱毛製剤、ジェル形態又はエアゾール発泡形態にある脱毛剤；
－シェービング製剤、例えば、シェービングソープ、発泡シェービングクリーム、無発泡
シェービングクリーム、フォーム及びジェル、ドライシェービングのためのプレシェーブ
製剤、アフターシェーブ又はアフターシェーブローション；
－香料製剤、例えば、香料（オーデコロン、オードトワレ、オードパヒューム、パルファ
ンドトワレ、香水）、香油又はパヒュームクリーム；
－歯科ケア、義歯ケア及びマウスケア製剤、例えば歯磨き剤、ジェル状歯磨き剤、歯磨き
粉、マウスウォッシュ濃縮物、アンチプラークマウスウォッシュ、義歯用清浄剤又は義歯
固着剤；
－化粧品ヘアトリートメント製剤、例えば、シャンプーの形態にあるヘア洗浄用製剤、ヘ
アコンディショナー、ヘアケア製剤、例えばプレトリートメント製剤、ヘアトニック、ス
タイリングクリーム、スタイリングジェル、ポマード、ヘアリンス、トリートメントパッ
ク、強力ヘアトリートメント、ヘアストラクチュアリング製剤、例えばパーマネントウェ
ーブ（ホットウェーブ、マイルドウェーブ、コールドウェーブ）のためのヘアウェーブ製
剤、ヘアストレートニング製剤、液体ヘアセット用製剤、フォーム、ヘアスプレー、ブリ
ーチング製剤、例えば過酸化水素水、脱色シャンプー、ブリーチングクリーム、ブリーチ
ングパウダー、ブリーチングペースト又はオイル、一時的、半永久的又は永久的染毛剤、
自己酸化型染料を含む製剤、又はヘンナ又はカモミールのような天然染毛剤；
が考慮される。
【００３２】
　セッケンは例えば、以下の組成：
　式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）
、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物を０．０１ないし５質
量％、
　二酸化チタンを０．３ないし１質量％、
　ステアリン酸を１ないし１０質量％、
　少なくとも１種の補助剤を０ないし１０質量％、及び
　合計１００％となる量の、セッケンベース、例えば牛脂及びヤシ油脂肪酸のナトリウム
塩又はグリセロール
を有する。
【００３３】
　シャンプーは例えば、以下の組成：
　式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）
、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物を０．０１ないし５質
量％、
　ナトリウムラウレス－２－スルフェートを１２．０質量％、
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　コカミドプロピルベタインを４．０質量％、
　ＮａＣｌを３．０質量％、
　少なくとも１種の補助剤を０ないし１０質量％、及び
　合計１００質量％となる量の水
を有する。
【００３４】
　脱臭剤は例えば、以下の組成：
　式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）
、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物を０．０１ないし５質
量％、
　エタノールを６０質量％、
　香油を０．３質量％、
　少なくとも１種の補助剤を０ないし１０質量％、及び
　合計１００質量％となる量の水
を有する。
　すべての質量％は、組成物の全質量に基づく。
【００３５】
　本発明はまた、組成物の全質量に基づき、式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、
（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少な
くとも１種の化合物を０．０１ないし１５質量％、及び経口的に許容し得る補助剤を含む
、口腔用組成物に関する。
　口腔用組成物の例は：
　ソルビトールを１０質量％
　グリセロールを１０質量％
　エタノールを１５質量％
　プロピレングリコールを１５質量％
　ラウリル硫酸ナトリウムを０．５質量％
　ナトリウムメチルココイルタウレートを０．２５質量％
　ポリオキシプロピレン／ポリオキシエチレンブロックコポリマーを０．２５質量％
　ペパーミント香料を０．１０質量％
　式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）
、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物を０．１ないし５質量
％、及び
　水を４８．６質量％
である。本発明に従う口腔用組成物は例えば、ジェル、ペースト、クリーム又は水性製剤
（マウスウォッシュ）の形態であり得る。
　本発明に従う口腔用組成物はまた、虫歯の形成に対して効果的であるフッ素イオンを放
出する化合物、例えば無機フッ化物塩、例えばフッ化ナトリウム、フッ化カリウム、フッ
化アンモニウム又はフッ化カルシウム、又は有機フッ化物塩、例えば商標名オラフルア（
Ｏｌａｆｌｕｏｒ）の下で既知であるアミンフッ化物を含み得る。
【００３６】
　式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）
、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される化合物は、硬質表面を清浄にするための家庭用
及び多目的清浄剤中でまた使用され得る。清浄用製剤は例えば、以下の組成：
　式（１）、（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）、（１ｅ）、（１ｆ）、（１ｇ）
、（１ｈ）及び／又は（１ｉ）で表される少なくとも１種の化合物を０．０１ないし５質
量％、及び
　オクチルアルコール４ＥＯを３．０質量％
　脂肪アルコール炭素原子数８ないし１０のポリグルコシドを１．３質量％
　イソプロパノールを３．０質量％
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　補助剤を０ないし５質量％
　合計１００質量％となる量の水
を有する。
【００３７】
　また可能なのは、化粧品用及び家庭用製品の保存の他に、紙処理、とりわけ紙処理液、
澱粉の又はセルロース誘導体の印刷用増粘剤、表面コーティング及び塗料のような、工業
製品の保存（缶中の保存）である。
【００３８】
　本発明に従う化粧品又は医薬品組成物／製剤はまた、以下に記載の１種以上の付加的な
化合物（補助剤）を含み得る。
【００３９】
脂肪アルコール
　セチルアルコール、ステアリルアルコール、セテアリルアルコール、オレイルアルコー
ル、オクチルドデカノールを含む、炭素原子数６ないし１８の、好ましくは炭素原子数８
ないし１０の脂肪アルコール、炭素原子数１２ないし１５のアルコールのベンゾエート、
アセチル化ラノリンアルコール等をベースとしたゲルベ（Ｇｕｅｒｂｅｔ）アルコール。
【００４０】
脂肪酸のエステル
　直鎖状の炭素原子数６ないし２４の脂肪酸と直鎖状の炭素原子数３ないし２４のアルコ
ールとのエステル、枝分れ状の炭素原子数６ないし１３のカルボン酸と直鎖状の炭素原子
数６ないし２４の脂肪アルコールとのエステル、直鎖状の炭素原子数６ないし２４の脂肪
酸と枝分れ状のアルコール、とりわけ２－エチルヘキサノールとのエステル、ヒドロキシ
カルボン酸と直鎖状又は枝分れ状の炭素原子数６ないし２２の脂肪アルコールとのエステ
ル、とりわけジオクチルマレート、直鎖状及び／又は枝分れ状脂肪酸と多価アルコール（
例えばプロピレングリコール、二量体ジオール又は三量体トリオール）及び／又はゲルベ
アルコールとのエステル、例えばカプロン酸、カプリル酸、２－エチルヘキサン酸、カプ
リン酸、ラウリン酸、イソトリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、パルミトレイン
酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、エライジン酸、ペトロセリン酸、リ
ノール酸、リノレン酸、エラエオステアリン酸（ｅｌａｅｏｓｔｅａｒｉｃ　ａｃｉｄ）
、アラキジン酸、ガドレイン酸、ベヘン酸及びエルカ酸並びにそれらの工業用等級の混合
物（例えば、天然脂肪及び油の加圧除去において、ローレンのオキソ合成からのアルデヒ
ドの還元において、又は不飽和脂肪酸の二量化において得られる）と、アルコール、例え
ばイソプロピルアルコール、カプロンアルコール、カプリルアルコール、２－エチルヘキ
シルアルコール、カプリンアルコール、ラウリルアルコール、イソトリデシルアルコール
、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、パルモレイルアルコール、ステアリルアル
コール、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、エライジルアルコール、ペト
ロセレニルアルコール（ｐｅｔｒｏｓｅｌｉｎｙｌ　ａｌｃｏｈｏｌ）、リノイルアルコ
ール、リノレニルアルコール、エラエオステアリルアルコール（ｅｌａｅｏｓｔｅａｒｙ
ｌ　ａｌｃｏｈｏｌ）、アラキジルアルコール、ガドレイルアルコール、ベヘニルアルコ
ール、エルシルアルコール及びブラシジルアルコール並びにそれらの工業用等級の混合物
（例えば、脂肪及び油をベースとした工業用等級のメチルエステル又はローレンのオキソ
合成からのアルデヒドの高圧での水素化において、及び不飽和脂肪アルコールの二量化に
おけるモノマー画分として得られる）とのエステル。
　そのようなエステルオイルの例は、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテ
ート、イソプロピルステアレート、イソプロピルイソステアレート、イソプロピルオレエ
ート、ｎ－ブチルステアレート、ｎ－ヘキシルラウレート、ｎ－デシルオレエート、イソ
オクチルステアレート、イソノニルステアレート、イソノニルイソノナノエート、２－エ
チルヘキシルパルミテート、２－ヘキシルラウレート、２－ヘキシルデシルステアレート
、２－オクチルドデシルパルミテート、オレイルオレエート、オレイルエルケート、エル
シルオレエート、エルシルエルケート、セテアリルオクタノエート、セチルパルミテート
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、セチルステアレート、セチルオレエート、セチルベヘネート、セチルアセテート、ミリ
スチルミリステート、ミリスチルベヘネート、ミリスチルオレエート、ミリスチルステア
レート、ミリスチルパルミテート、ミリスチルラクテート、プロピレングリコールジカプ
リレート／カプレート、ステアリルヘプタノエート、ジイソステアリルマレート、オクチ
ルヒドロキシステアレート等である。
【００４１】
他の補助剤
　ジエチルヘキシル２，６－ナフタレート、ジ－ｎ－ブチルアジペート、ジ（２－エチル
ヘキシル）－アジペート、ジ（２－エチルヘキシル）スクシネート及びジイソトリデシル
アセテート、及びまたエチレングリコールジオレエート、エチレングリコールジイソトリ
デカノエート、プロピレングリコールジ（２－エチルヘキサノエート）、プロピレングリ
コールジイソステアレート、プロピレングリコールジペラルゴネート、ブタンジオールジ
イソステアレート及びネオペンチルグリコールジカプリレートのようなジオールエステル
。炭素原子数６ないし２４の脂肪アルコール及び／又はゲルベアルコールと芳香族カルボ
ン酸、飽和及び／又は不飽和の、とりわけ安息香酸とのエステル、炭素原子数２ないし１
２のジカルボン酸と炭素原子数１ないし２２の直鎖状又は枝分れ鎖状のアルコール或いは
２ないし１０個の炭素原子及び２ないし６個のヒドロキシ基を有するポリオールとのエス
テル、若しくはイミノジコハク酸及びイミノジコハク酸塩［ＣＡＳ登録番号７４０８－２
０－０］又はラテックス粒子。
【００４２】
グリセリルエステルを含む天然の又は合成トリグリセリド及び誘導体
　他のアルコールとの反応により変性された、炭素原子数６ないし１８の脂肪酸をベース
としたジ－又はトリグリセリド（カプリル／カプリン酸トリグリセリド、小麦胚芽グリセ
リド等）。ポリグリセリロールの脂肪酸エステル（ポリグリセリル－ｎ、例えばポリグリ
セリル－４カプレート、ポリグリセリル－２イソステアレート等）又はヒマシ油、水素化
植物油、アーモンド油、小麦胚芽油、ゴマ油、水素化綿実油、ヤシ油、アボガド油、コー
ン油、水素化ヒマシ油、シアバター、ココアバター、大豆油、ミンク油、ヒマワリ油、ベ
ニバナ油、マカダミアナッツ油、オリーブ油、水素化牛脂、アプリコット種子油、ヘーゼ
ルナッツ油、ツルジサ（ｂｏｒａｇｅ）油等）。
　長鎖酸とアルコールとのエステルを含むワックス並びにワックス状特性を有する化合物
、例えば、カルナウバワックス、ミツロウ（白色又は黄色）、ラノリンワックス、キャン
デリラワックス、オゾケライト、木ロウ、パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワ
ックス、セレシン、セテアリルエステルワックス、合成ミツロウ等。また、セテアリルア
ルコール又は部分グリセリドのような親水性ワックス。
【００４３】
真珠光沢ワックス：
　アルキレングリコールエステル、とりわけエチレングリコールジステアレート；脂肪酸
アルカノールアミド、とりわけヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド；部分グリセリド、とり
わけステアリン酸モノグリセリド；多価の、未置換又はヒドロキシ基で置換されたカルボ
ン酸と、６ないし２２の炭素原子を有する脂肪アルコールとのエステル、とりわけ酒石酸
の長鎖エステル；全部で少なくとも２４個の炭素原子を有する脂肪物質、例えば脂肪アル
コール、脂肪ケトン、脂肪アルデヒド、脂肪エーテル及び脂肪炭酸塩、とりわけラウロン
及びジステアリルエーテル；ステアリン酸、ヒドロキシステアリン酸又はベヘン酸のよう
な脂肪酸、１２ないし２２個の炭素原子を有するオレフィンエポキシドと１２ないし２２
個の炭素原子を有する脂肪アルコール及び／又は２ないし１５個の炭素原子及び２ないし
１０個のヒドロキシ基を有するポリオールとの開環生成物、及びそれらの混合物。
【００４４】
炭化水素オイル：
　ミネラルオイル（軽又は重）、ワセリン（黄色又は白色）、マイクロクリスタリンワッ
クス、パラフィン及びイソパラフィン化合物、ポリデセン及びポリブテンのような水素化
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イソパラフィン分子、水素化ポリイソブテン、スクアラン、イソヘキサデカン、イソドデ
カン及び植物又は動物由来の他のもの。
【００４５】
シリコーン又はシロキサン（有機置換されたポリシロキサン）
　室温において液体か又は樹脂形態のどちらかであり得る、ジメチルポリシロキサン、メ
チルフェニルポリシロキサン、環状シリコーン、及びまたアミノ－、脂肪酸－、アルコー
ル－、ポリエーテル－、エポキシ－、フッ素－、グリコシド－及び／又はアルキル基で変
性されたシリコーン化合物。直鎖状ポリシロキサン、ジメチコーン（ダウ　コーニング（
Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ）２００流体、ロジア　ミラシル　ＤＭ（Ｒｈｏｄｉａ　Ｍｉｒ
ａｓｉｌ　ＤＭ））、ジメチコノール、環状シリコーン流体、シクロペンタシロキサン揮
発物（ダウ　コーニング　３４５流体）、フェニルトリメチコーン（ダウ　コーニング　
５５６流体）。また適するのは、２００ないし３００のジメチルシロキサン単位の平均鎖
長を有するジメチコーンと水素化シリケートとの混合物であるシメチコーンである。適す
る揮発性シリコーンのトッド（Ｔｏｄｄ）達による詳細な調査がまたＣｏｓｍ．Ｔｏｉｌ
．９１，２７（１９７６）に見られ得る。
【００４６】
フルオロ化又はパーフルオロ化油
　パーフルオロヘキサン、ジメチルシクロヘキサン、エチルシクロペンタン、ポリパーフ
ルオロメチルイソプロピルエーテル。
【００４７】
乳化剤
　いずれの慣用的に使用し得る乳化剤が本組成物に対して使用され得る。乳化剤系は例え
ば：カルボン酸及びその塩：ナトリウム、カリウム及びアンモニウムのアルカリセッケン
、カルシウム又はマグネシウムの金属セッケン、ラウリン酸、パルミチン酸、ステアリン
酸及びオレイン酸等のような有機ベースのセッケンを含み得る。アルキルホスフェート又
はリン酸エステル、酸ホスフェート、ジエタノールアミンホスフェート、カリウムセチル
ホスフェート。エトキシ化カルボン酸又はポリエチレングリコールエステル、ＰＥＧ－ｎ
アシレート。炭素原子数８ないし２２の直鎖状脂肪アルコール、炭素原子数１２ないし２
２の脂肪酸及びアルキル基中に８ないし１５個の炭素原子を有するアルキルフェノールを
有する、枝分れ状の２ないし３０モルのエチレンオキシド及び／又は０ないし５モルのプ
ロピレンオキシド。ラウレス－ｎ、セテアレス－ｎ、ステアレス－ｎ、オレス－ｎのよう
な脂肪アルコールポリグリコールエーテル。ＰＥＧ－ｎ－ステアレート、ＰＥＧ－ｎ－オ
レエート、ＰＥＧ－ｎ－ココエートのような脂肪酸ポリグリコールエーテル。モノグリセ
リド及びポリオールエステル。エチレンオキシド１ないし３０モルの付加生成物とポリオ
ールとの炭素原子数１２ないし２２の脂肪酸モノ－及びジエステル。グリセロールモノス
テアレート、ジイソステアロイルポリグリセリル－３－ジイソステアレート、ポリグリセ
リル－３－ジイソステアレート、トリグリセリルジイソステアレート、ポリグリセリル－
２－セスキイソステアレート又はポリグリセリルジメレートのような、脂肪酸とポリグリ
セロールのエステル。多数のそれら物質類からの化合物の混合物がまた適する。ジエチレ
ングリコールモノステアレート、脂肪酸とポリエチレングリコールとのエステルのような
脂肪酸ポリグリコールエステル、スクロースエステルのような脂肪酸と糖とのエステル、
スクロースグリセリドのようなグリセロールと糖とのエステル。ソルビトール及びソルビ
タン、炭素原子数６ないし２２の飽和と不飽和脂肪酸及びエチレンオキシド付加生成物の
ソルビタンモノ－及びジ－エステル。ポリソルベート－ｎ類、セスキイソステアレートの
ようなソルビタンエステル、ソルビタン、ＰＥＧ－（６）－ソルビタンイソステアレート
、ＰＥＧ－（１０）－ソルビタンラウレート、ＰＥＧ－１７－ソルビタンジオレエート。
糖成分として好ましくはグルコースを有する、グルコース誘導体、炭素原子数８ないし２
２のアルキル－モノ及びオリゴ－グリコシド及びエトキシ化類似体。メチルグルセス－２
０セスキステアレート、ソルビタンステアレート／スクロースココレート、メチルグルコ
ースセスキステアレート、セテアリルアルコール／セテアリルグルコシドのようなＯ／Ｗ
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型乳化剤。メチルグルコースジオレエート／メチルグルコースイソステアレートのような
Ｗ／Ｏ型乳化剤。スルフェート及びスルホン化誘導体、ジアルキルスルホスクシネート、
ジオクチルスクシネート、アルキルラウリルスルホネート、直鎖状スルホン化パラフィン
、スルホン化テトラプロピレンスルホネート、ナトリウムラウリルスルフェート、アンモ
ニウム及びエタノールアミンラウリルスルフェート、ラウリルエーテルスルフェート、ナ
トリウムラウレススルフェート、スルホスクシネート、アセチルイソチオネート、アルカ
ノールアミドスルフェート、タウリン、メチルタウリン、イミダゾールスルフェート。ア
ミン誘導体、アミン塩、エトキシ化アミン、アルキルイミダゾリン、ピリジン誘導体、イ
ソキノリン、セチルピリジニウム塩、セチルピリジニウムブロミドのようなヘテロ環を含
む鎖を有するオキシドアミン、セチルトリメチルアンモニウムブロミド（ＣＴＢＡ）、ス
テアリルアルコニウムのような四級アンモニウム。アミド誘導体、アシルアミドＤＥＡの
ようなアルカノールアミド、ＰＥＧ－ｎアシルアミドのようなエトキシ化アミド、オキシ
ジアミド。ポリシロキサン／ポリアルキル／ポリエーテルコポリマー及び誘導体、ジメチ
コーン、コポリオール、シリコーンポリエチレンオキシドコポリマー、シリコーングリコ
ールコポリマー。プロポキシ化又はＰＯＥ－ｎエーテル（メロキサポール（Ｍｅｒｏｘａ
ｐｏｌ））、ポラキサマー又はポリ（オキシエチレン）ｍ－ブロック－ポリ（オキシプロ
ピレン）ｎ－ブロック（オキシエチレン）。分子中に少なくとも１個の四級アンモニウム
基及び少なくとも１個のカルボキシレート及び／又はスルホネート基を有する双性イオン
性界面活性剤。とりわけ適する双性イオン性界面活性剤は、各々アルキル基又はアシル基
中に８ないし１８個の炭素原子を有するＮ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムグ
リシネート、ココアルキルジメチルアンモニウムグリシネート、Ｎ－アシルアミノプロピ
ル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネート、ココアシルアミノプロピルジメチルア
ンモニウムグリシネート及び２－アルキル－３－カルボキシメチル－３－ヒドロキシエチ
ルイミダゾリン、及びまた、ココアシルアミノエチルヒドロキシエチルカルボキシメチル
グリシネート、Ｎ－アルキルベタイン、Ｎ－アルキルアミノベタインのようなベタインで
ある。アルキルイミダゾリン、アルキロペプチド、リポアミノ酸、自己乳化型塩基、及び
Ｋ．Ｆ．ＤｅＰｏｌｏ，コスメトロジーのショートテキストブック（Ａ　ｓｈｏｒｔ　ｔ
ｅｘｔｂｏｏｋ　ｏｆ　ｃｏｓｍｅｔｏｌｏｇｙ），第８章、第表８－７、第２５０ない
し２５１頁に記載されるような化合物。
【００４８】
　ＰＥＧ－６ミツロウ（及び）ＰＥＧ－６ステアレート（及び）ポリグリセリル－２－イ
ソステアレート［アピファック（Ａｐｉｆａｃ）］、グリセリルステアレート（及び）Ｐ
ＥＧ－１００ステアレートのような非イオン性乳化剤。［アルラセル（Ａｒｌａｃｅｌ）
１６５］、ＰＥＧ－５グリセリルステアレート［アルラトン（ａｒｌａｔｏｎｅ）９８３
Ｓ］、ソルビタンオレエート（及び）ポリグリセリル－３リシノレエート［アルラセル１
６８９］、ソルビタンステアレート及びスクロースココエート［アルラトン２１２１］、
グリセリルステアレート及びラウレス２３［セラシンス（Ｃｅｒａｓｙｎｔｈ）９４５］
、セテアリルアルコール及びセテス－２０［セトマクロゴール　ワックス（Ｃｅｔｏｍａ
ｃｒｏｇｏｌ　Ｗａｘ）］、セテアリルアルコール及びポリソルベート６０及びＰＥＧ－
１５０及びステアレート－２０［ポーラワックス（Ｐｏｌａｗａｘ）ＧＰ２００，ポーラ
ワックスＮＦ］、セテアリルアルコール及びセテアリルポリグルコシド［エマルゲードＰ
Ｌ（Ｅｍｕｌｇａｄｅ　ＰＬ）１６１８］、セテアリルアルコール及びセテアレス－２０
［エマルゲード１０００ＮＩ、コスモワックス（Ｃｏｓｍｏｗａｘ）］、セテアリルアル
コール及びＰＥＧ－４０ヒマシ油［エマルゲードＦスペシャル（Ｓｐｅｃｉａｌ）］、セ
テアリルアルコール及びＰＥＧ－４０ヒマシ油及びナトリウムセテアリルスルフェート［
エマルゲードＦ］、ステアリルアルコール及びステアレス－７及びステアレス－１０［エ
マルゲーター（Ｅｍｕｌｇａｔｏｒ）Ｅ２１５５］、セテアリルアルコール及びステアレ
ス－７及びステアレス－１０［乳化ワックスＵ．Ｓ．Ｎ．Ｆ］、グリセリルステアレート
及びＰＥＧ－７５ステアレート［ゲロット（Ｇｅｌｏｔ）６４］、プロピレングリコール
セテス－３アセテート。［ヘトエステル（Ｈｅｔｅｓｔｅｒ）ＰＣＳ］、プロピレングリ
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コールイソセス－３アセテート［ヘトエステルＰＨＡ］、セテアリルアルコール及びセテ
ス－１２及びオレス－１２［ランブリトール　ワックス（Ｌａｎｂｒｉｔｏｌ　Ｗａｘ）
Ｎ２１］、ＰＥＧ－６ステアレート及びＰＥＧ－３２ステアレート［テフォス（Ｔｅｆｏ
ｓｅ）１５００］、ＰＥＧ－６ステアレート及びセテス－２０及びステアレス－２０［テ
フォス２０００］、ＰＥＧ－６ステアレート及びセテス－２０及びグリセリルステアレー
ト及びステアレス２０［テフォス２５６１］、グリセリルステアレート及びセテアレス－
２０［テジンアシド（Ｔｅｇｉｎａｃｉｄ）Ｈ、Ｃ、Ｘ］。
【００４９】
　ＰＥＧ－２ステアレートＳＥ、グリセリルステアレートＳＥ［モネルジン（Ｍｏｎｅｌ
ｇｉｎｅ）、クチナ（Ｃｕｔｉｎａ）ＫＤ］、プロピレングリコールステアレート［テジ
ン（Ｔｅｇｉｎ）Ｐ］、セテアリルアルコール及びナトリウムセテアリルスルフェート［
ラネッテ（Ｌａｎｅｔｔｅ）Ｎ、クチナ（Ｃｕｔｉｎａ）ＬＥ、クロダコール（Ｃｒｏｄ
ａｃｏｌ）ＧＰ］、セテアリルアルコール及びナトリウムラウリルスルフェート［ラネッ
テＷ］、トリラネス－４ホスフェート及びグリコールステアレート及びＰＥＧ－２ステア
レート［セデフォス（Ｓｅｄｅｆｏｓ）７５］、グリセリルステアレート及びナトリウム
ラウリルスルフェート［テジンアシド　スペシャル（Ｓｐｅｃｉａｌ）］のようなアニオ
ン性乳化剤。セテアリルアルコール及びセトリモニウムブロミドのようなカチオン性酸性
ベース。
【００５０】
　乳化剤は、組成物の全質量に基づき、例えば１ないし３０質量％、とりわけ４ないし２
０質量％及び好ましくは５ないし１０質量％の量で使用され得る。
　Ｏ／Ｗ型エマルジョン中に配合される場合、そのような乳化剤系の好ましい量は、油相
の５％ないし２０％を占め得る。
【００５１】
補助剤及び添加剤
　化粧品製剤／医薬品製剤、例えばクリーム、ジェル、ローション、アルコール及び水／
アルコール溶液、エマルジョン、ワックス／脂肪組成物、スティック状製剤、パウダー又
は軟膏は、他の補助剤及び添加剤として、弱界面活性剤、過脂肪剤、稠度調節剤、増粘剤
、ポリマー、安定剤、生体有効成分、脱臭有効成分、ふけ防止剤、フィルム形成剤、膨潤
剤、ＵＶ－吸収剤、抗酸化剤、ヒドロトロピー剤、他の防腐剤、昆虫忌避剤、セルフタン
ニング剤、溶解剤、香油、着色剤、抗菌剤等をさらに含み得る。
【００５２】
過脂肪剤
　過脂肪剤としての使用に適する物質は、例えばラノリン及びレシチン及びまたポリエト
キシ化又はアクリル化ラノリン及びレシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エステル、モノグ
リセリド及び脂肪酸アルカノールアミドであり、後者は同時に発泡安定剤として作用する
。
【００５３】
界面活性剤
　適する弱界面活性剤、すなわち皮膚にとりわけ良く許容し得る界面活性剤の例は、脂肪
アルコールポリグリコールエーテルスルフェート、モノグリセリドスルフェート、モノ－
及び／又はジ－アルキルスルホスホスクシネート、脂肪酸イソチオネート、脂肪酸サルコ
シネート、脂肪酸タウリド、脂肪酸グルタメート、α－オレフィンスルホネート、エーテ
ルカルボン酸、アルキルオリゴグルコシド、脂肪酸グルカミド、アルキルアミドベタイン
及び／又はタンパク質脂肪酸縮合生成物であり、後者は好ましくは小麦タンパク質をベー
スとしている、を含む。
【００５４】
稠度調節剤／増粘剤及びレオロジー改善剤
　二酸化ケイ素、マグネシウムシリケート、アルミニウムシリケート、多糖類又はその誘
導体、例えばヒアルロン酸、キサンタンガム、グアー－グアー、アガー－アガー、アルギ



(24) JP 2009-501186 A 2009.1.15

10

20

30

40

50

ネート、カラギーナン、ジェラン、ペクチン又はヒドロキシセルロース、ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロースのような変性セルロース。さらに、ポリアクリレート又は架橋され
たアクリル酸のホモポリマー及びポリアクリルアミド、カルボマー（カルボポール（ｃａ
ｒｂｏｐｏｌ）型９８０、９８１、１３８２、ＥＴＤ２００１、ＥＴＤ２０２０、ウルト
レズ（Ｕｌｔｒｅｚ）１０又はサルケア（Ｓａｌｃａｒｅ）ＳＣ８０（ステアレス－１０
アリルエーテル／アクリレートコポリマー）、サルケアＳＣ８１（アクリレートコポリマ
ー）、サルケアＳＣ９１及びサルケアＡＳＴ（ナトリウムアクリレートコポリマー／ＰＰ
Ｇ－１トリデセス－６）のようなサルケア種、セピゲル（ｓｅｐｉｇｅｌ）３０５（ポリ
アクリルアミド／ラウレス－７）、シムルゲル（Ｓｉｍｕｌｇｅｌ）ＮＳ及びシムルゲル
ＥＧ（ヒドロキシエチルアクリレート／ナトリウムアクリロイルジメチルタウレートコポ
リマー）、スタビレン（Ｓｔａｂｉｌｅｎ）３０（アクリレート／ビニルイソデカノエー
トクロスポリマー）、ペムレン（Ｐｅｍｕｌｅｎ）ＴＲ－１（アクリレート／炭素原子数
１０ないし３０のアルキルアクリレートクロスポリマー）、ルビゲル（Ｌｕｖｉｇｅｌ）
ＥＭ（ナトリウムアクリレートコポリマー）、アクリン（Ａｃｕｌｙｎ）２８（アクリレ
ート／ベヘネス－２５メタクリレートコポリマー）等。
【００５５】
ポリマー
　適するカチオン性ポリマーは、例えば、カチオン性セルロース誘導体、例えば、アメル
コール（Ａｍｅｒｃｈｏｌ）社からのポリマー　ＪＲ　４００（Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＪＲ　
４００）という名称の下で得られる４級化ヒドロキシメチルセルロース、カチオン性デン
プン、ジアリルアンモニウム塩及びアクリルアミドのコポリマー、４級化ビニルピロリド
ン／ビニルイミダゾールポリマー、例えばルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）（登録商標
）（ＢＡＳＦ社）、ポリグリコールとアミンの縮合生成物、４級化コラーゲンポリペプチ
ド、例えばラウリルジモニウムヒドロキシプロピル加水分解コラーゲン（ラメクアット（
Ｌａｍｅｑｕａｔ）（登録商標）（Ｌ／Ｇｒｕｎａｕ社））、４級化小麦ポリペプチド、
ポリエチレンイミン、カチオン性シリコーンポリマー、例えばアミドメチコーン、アジピ
ン酸とジメチルアミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミンのコポリマー（カルタレ
チン（Ｃａｒｔａｒｅｔｉｎ）／サンドズ（Ｓａｎｄｏｚ）社）、アクリル酸とジメチル
ジアリルアンモニウムクロリドのコポリマー（メルクアット５５０（Ｍｅｒｑｕａｔ）／
ケムビロン（Ｃｈｅｍｖｉｒｏｎ）社）、例えば仏国特許出願公開第２２５２８４０号明
細書に記載されるようなポリアミノポリアミド、及びそれらの架橋された水溶性ポリマー
、カチオン性キチン誘導体、例えば所望により微結晶形態で流通する４級化キトサン；ジ
ハロアルキル、例えばジブロモブタンと、ビスジアルキルアミン、例えばビスジメチルア
ミノ－１，３－プロパンとの縮合生成物、カチオン性グアーガム、例えば、セラニーズ（
Ｃｅｌａｎｅｓｅ）社からのジャガー　（Ｊａｇｕａｒ）Ｃ－１７、ジャガー　Ｃ－１６
、４級化アンモニウム塩ポリマー、例えばミラノール（Ｍｉｒａｎｏｌ）社からのミラポ
ール（Ｍｉｒａｐｏｌ）Ａ－１５、ミラポールＡＤ－１、ミラポールＡＺ－１である。ア
ニオン性、双性、両性及び非イオン性ポリマーとして、例えば、酢酸ビニル／クロトン酸
コポリマー、ビニルピロリドン／ビニルアクリレートコポリマー、酢酸ビニル／ブチルマ
レエート／イソボルニルアクリレートコポリマー、メチルビニルエーテル／マレイン酸無
水物コポリマー及びそれらのエステル、未架橋のポリアクリル酸及びポリオールにより架
橋されたポリアクリル酸、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド／ア
クリレートコポリマー、オクチルアクリルアミド／メチルメタクリレート第三ブチルアミ
ノエチルメタクリレート／２－ヒドロキシプロピルメタクリレートコポリマー、ポリビニ
ルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、ビニルピロリドン／ジメチル
アミノエチルメタクリレート／ビニルカプロラクタムターポリマー及びまた所望により誘
導されたセルロースエーテル及びシリコーンが考慮される。さらに、欧州特許第１０９３
７９６号明細書（第３ないし第８頁、第１７ないし第６８パラグラフ）に記載されるポリ
マーが使用され得る。
【００５６】
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生体有効成分
　生体有効成分は、例えば、トコフェロール、トコフェロールアセテート、トコフェロー
ルパルミテート、アスコルビン酸、デオキシリボ核酸、レチノール、ビサボロール、アラ
ントイン、フィタントリオール、パンテノール、ＡＨＡ酸、アミノ酸、セラミド、プソイ
ドセラミド、精油、植物抽出物及びビタミン複合体であるとして理解されるべきである。
【００５７】
脱臭有効成分
　脱臭有効成分として、例えば制汗剤、例えばアルミニウムクロロハイドレート（Ｊ．Ｓ
ｏｃ．Ｃｏｓｍ．Ｃｈｅｍ．２４，２８１（１９７３）を参照のこと。）が考慮される。
ヘキスト（Ｈｏｅｃｈｓｔ）ＡＧ，フランクフルト（ドイツ国）の商標名ロクロン（Ｌｏ
ｃｒｏｎ）（登録商標）の下で、例えば、その使用がとりわけ好ましい、式Ａｌ2（ＯＨ
）5Ｃｌx２．５Ｈ2Ｏに対応するアルミニウムクロロハイドレートが商業上入手可能であ
る（Ｊ．Ｐｈａｒｍ．Ｐｈａｒｍａｃｏｌ．第２６巻，第５３１頁（１９７５年）を参照
のこと。）。クロロハイドレートの他に、アルミニウムヒドロキシアセテート及び酸性ア
ルミニウム／ジルコニウム塩を使用することがまた可能である。他の脱臭有効成分として
エステラーゼ阻害剤が添加され得る。そのような阻害剤は、酵素活性を阻害し及びそれ故
臭気形成を低減させる、好ましくは、トリメチルシトレート、トリプロピルシトレート、
トリイソプロピルシトレート、トリブチルシトレート及び特にトリエチルシトレート（ヒ
ダゲン（Ｈｙｄａｇｅｎ（登録商標）ＣＡＴ，ヘンケル（Ｈｅｎｋｅｌ）のようなトリア
ルキルシトレートである。エステラーゼ阻害剤として考慮される他の物質は、ステロール
スルフェート又はホスフェート、例えばラノステロール、コレステロール、カンペステロ
ール、スチグマステロール及びシトステロールスルフェート又はホスフェート、ジカルボ
ン酸及びそれらのエステル、例えばグルタル酸、グルタル酸モノエチルエステル、グルタ
ル酸ジエチルエステル、アジピン酸、アジピン酸モノエチルエステル、アジピン酸ジエチ
ルエステル、マロン酸及びマロン酸ジエチルエステル及びヒドロキシカルボン酸及びそれ
らのエステル、例えばクエン酸、リンゴ酸、酒石酸又は酒石酸ジエチルエステルである。
細菌叢に影響し、及び汗を分解するバクテリアの成長を殺すか又は阻害する抗バクテリア
有効成分も同様に、製剤（とりわけスティック状製剤）中に存在し得る。その例は、キト
サン、フェノキシエタノール及びクロロヘキシジングルコネートを含む。５－クロロ－２
－（２，４－ジクロロフェノキシ）－フェノール（トリクロサン（Ｔｒｉｃｌｏｓａｎ）
、イルガサン（Ｉｒｇａｓａｎ）、チバスペシャルティケミカルズ社）がまたとりわけ効
果的でることが証明されている。
【００５８】
ふけ防止剤
　ふけ防止剤は、例えば、クリンバゾール、オクトピロックス及び亜鉛ピリチオンが使用
される。
【００５９】
フィルム形成剤
　慣用のフィルム形成剤は、例えば、キトサン、マイクロクリスタリンキトサン、四級化
キトサン、ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、アクリル
酸、コラーゲン、ヒアルロン酸及びそれらの塩を高割合で含む四級セルロース誘導体のポ
リマー及び同様の化合物を含む。
【００６０】
抗酸化剤
　そのような抗酸化剤の典型例は、アミノ酸（例えばグリシン、ヒスチジン、チロシン、
トリプトファン）及びその誘導体、イミダゾール（例えば、ウロカニン酸）及びその誘導
体、Ｄ，Ｌ－カルノシン、Ｄ－カルノシン、Ｌ－カルノシン及びそれらの誘導体（例えば
アンセリン）のようなペプチド、カロチノイド、カロテン及びリコペン及びそれらの誘導
体、クロロゲン酸及びその誘導体、リポ酸及びその誘導体（例えば、ジヒドロリポ酸）、
アウロチオグリコース、プロピルチオウラシル及び他のチオール（例えば、チオレドキシ
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ン、グルタチオン、システイン、シスチン、シスタミン及びそれらのグリコシル、Ｎ－ア
セチル、メチル、エチル、プロピル、アミル、ブチル及びラウリル、パルミトイル、オレ
イル、リノレイル、コレステリル及びグリセリルエステル）及びまたそれらの塩、ジラウ
リルチオジプロピオネート、ジステアリルチオジプロピオネート、チオジプロピオン酸及
びそれらの誘導体（エステル、エーテル、ペプチド、脂肪、ヌクレオチド、ヌクレオシド
及び塩）及びまたスルホキシミン化合物（例えば、ブチオニンスルホキシミン、ホモシス
テインスルホキシミン、ブチオニンスルホン、ペンタ－、ヘキサ－、ヘプタ－チオニンス
ルホキシミン）、また（金属）キレート剤（例えば、ヒドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、
フィチン酸、ラクトフェリン）、ヒドロキシ酸（例えば、クエン酸、乳酸、リンゴ酸）、
フミン酸、胆汁酸、胆汁抽出物、ビリルビン、ビリベルジン、ＥＤＴＡ、ＥＤＤＳ、ＥＧ
ＴＡ及びそれらの誘導体、不飽和脂肪酸及びその誘導体（例えば、リノレン酸、リノール
酸、オレイン酸）、葉酸及びその誘導体、ユビキノン及びユビキノール及びそれらの誘導
体、ビタミンＣ及び誘導体（例えば、アスコルビルパルミテート、マグネシウムアスコル
ビルホスフェート、アスコルビルアセテート）、トコフェロール及び誘導体（例えば、ビ
タミンＥアセテート）、ビタミンＡ及び誘導体（例えば、ビタミンＡパルミテート）及び
またベンゾイン樹脂のコニフェリルベンゾエート、ルチン酸及びそれらの誘導体、グリコ
シルルチン、フェルラ酸、フルフリリデングルシトール、カルノシン、ブチルヒドロキシ
トルエン、ブチルヒドロキシアニソール、ノルジヒドログアヤレト酸、トリヒドロキシブ
チロフェノン、尿酸及びその誘導体、マンノース及びその誘導体、スーパーオキシドジス
ムターゼ、Ｎ－［３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニ
ル］スルファニル酸（及びその塩、例えば二ナトリウム塩）、亜鉛及びその誘導体（例え
ば、ＺｎＯ、ＺｎＳＯ4）、セレン及びその誘導体（例えば、セレニウムメチオニン）、
スチルベン及びその誘導体（例えば、スチルベンオキシド、トランス－スチルベンオキシ
ド）及び上記有効成分の本発明に従う適切な誘導体（塩、エステル、エーテル、糖、ヌク
レオチド、ヌクレオシド、ペプチド及び脂肪）である。ＨＡＬＳ（＝“ヒンダードアミン
光安定剤（Ｈｉｎｄｅｒｅｄ　Ａｍｉｎｅ　Ｌｉｇｈｔ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｒｓ）”）
化合物がまた言及され得る。他の合成及び天然抗酸化剤は、例えば特許出願である国際公
開第００２５７３１号パンフレット：構造１ないし３（第２頁）、構造４（第６頁）、構
造５及び６（第７頁）及び化合物７ないし３３（第８頁ないし第１４頁において列挙され
る。
　抗酸化剤の量は通常、０．００１ないし３０質量％、好ましくは０．０１ないし３質量
％である。
【００６１】
ヒドロトロピー剤
　流動性を改良するため、ヒドロトピー剤、例えばエトキシ化又は非エトキシ化モノアル
コール、ジオール又は低炭素原子数を有するポリオール又はそれらのエステル（エタノー
ル、イソプロパノール、１，２－ジプロパンジオール、プロピレングリコール、グリセロ
ール、エチレングリコール、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコー
ルモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコー
ルモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノメチルエーテル；ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテル及び同様の製品）を使用することがまた可能である。本目的のため
に考慮されるポリオールは、好ましくは、２ないし１５個の炭素原子及び少なくとも２個
のヒドロキシ基を有する。ポリオールはまた、他の官能基、とりわけアミノ基をまた含み
得、及び／又は窒素原子により変性され得る。典型例は以下：グリセロール、アルキレン
グリコール、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール
、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール及びまた１００ないし１０００ダルトンの
平均分子量を有するポリエチレングリコール；１．５ないし１０の固有の縮合度を有する
工業等級のオリゴグリセロール混合物、例えば４０ないし５０質量％のジグリセロール含
量を有する工業等級のジグリセロール混合物；とりわけ、例えばトリメチロールエタン、
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トリメチロールプロパン、トリメチロールブタン、ペンタエリトリトール及びジペンタエ
リトリトールのようなメチロール化合物；低アルキル－グルコシド、とりわけアルキル基
中に１ないし８個の炭素原子を有するもの、例えばメチル及びブチルグルコシド；５ない
し１２個の炭素原子を有する糖アルコール、例えばソルビトール又はマンニトール；５な
いし１２個の炭素原子を有する糖、例えばグルコース又はサッカロース；アミノ糖、例え
ばグルカミン；ジエタノールアミン又は２－アミノ－１，３－プロパンジオールのような
ジアルコールアミンである。
【００６２】
他の防腐剤及び抗菌剤
　他の防腐剤は、例えば、メチル、エチル、プロピル及びブチルパラベン、ベンザルコニ
ウムクロリド、２－ブロモ－２－ニトロ－プロパン－１，３－ジオール、デヒドロ酢酸、
ジアゾリジニルウレア、２－ジクロロ－ベンジルアルコール、ＤＭＤＭヒダントイン、ホ
ルムアルデヒド溶液、メチルジブロモグルタニトリル、フェノキシエタノール、ナトリウ
ムヒドロキシメチルグリシネート、イミダゾリジニルウレア、トリクロサン及び以下の参
照文献：Ｋ．Ｆ．ＤｅＰｏｌｏ－コスメトロジーのショートテキストブック，第７章，第
７－２表、７－３表、７－４表及び７－５表，第２１０頁ないし第２１９頁，中に列挙さ
れる他の物質類である。
【００６３】
香油
　香油として、天然の及び／又は合成の芳香物質の混合物が言及され得る。天然の芳香物
質は、例えば、花（ユリ、ラベンダー、バラ、ジャスミン、橙花、イランイラン）からの
抽出物、茎及び葉（ゼラニウム、パッチュリ、プチグレン）からの抽出物、果実（アニス
シード、コリアンダー、キャラウェイ、ジュニパ）からの抽出物、果実表皮（ベルガモッ
ト、レモン、オレンジ）からの抽出物、根（メース、アンジェリカ、セロリ、カルダモン
、フクジンソウ、アヤメ、カルモス）からの抽出物、木（マツの木、サンダルウッド、グ
アヤクの木、セダーウッド、ローズウッド）からの抽出物、ハーブ及び草（タラゴン、レ
モングラス、セージ、タイム）からの抽出物、棘及び枝（トウヒ、マツ、ヨーロッパアカ
マツ、ヤママツ）からの抽出物、樹脂及びバルサム（ガルバヌム、エレミ、ベンゾイン、
ミルラ、オリバナム、オポパナックス）からの抽出物である。動物原料がまた考慮され、
例えば、シベット及び海狸香である。典型的な合成の芳香物質は、例えば、エステル、エ
ーテル、アルデヒド、ケトン、アルコール又は炭化水素型の生成物である。エステル型の
芳香物質化合物は、例えば、ベンジルアセテート、フェノキシエチルイソブチレート、ｐ
－第三ブチルシクロヘキシルアセテート、リナリルアセテート、ジメチルベンジルカルビ
ニルアセテート、フェニルエチルアセテート、リナリルベンゾエート、ベンジルホルメー
ト、エチルメチルフェニルグリシネート、アリルシクロヘキシルプロピオネート、スチラ
リルプロピオネート及びベンジルサリチレートである。エーテルは例えば、ベンジルエチ
ルエーテルを含み；アルデヒドは例えば、８ないし１８個の炭化水素原子を有する直鎖状
のアルカナール、シトラル、シトロネラール、シトロネリルオキシアセトアルデヒド、シ
クラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、リリアル（ｌｉｌｉａｌ）及びボージ
ュナール（ｂｏｕｒｇｅｏｎａｌ）を含み；ケトンは、例えばイオノン、イソメチルイオ
ノン及びメチルセドリルケトンを含み；アルコールは、例えばアネソール、シトロネロー
ル、オイゲノール、イソオイゲノール、ゲラニオール、リナロール、フェニルエチルアル
コール及びテルピネオールを含み；及び炭化水素は、主としてテルペン及びバルサムを含
む。しかしながら、魅力的な芳香を一緒に作る種々の芳香物質の混合物を使用することが
好ましい。とりわけ芳香成分として使用される、比較的低揮発性のエーテル状オイルがま
た、香油として適しており、例えば、セージオイル、カモミールオイル、チョウジ油、メ
リッサオイル、シナモン葉のオイル、ライム花のオイル、ジュニパ果実のオイル、ベチバ
ーオイル、オリバナムオイル、ガルバヌムオイル、ラボラヌムオイル及びラバンジンオイ
ルである。好ましいのは、ベルガモットオイル、ジヒドロミルセノール、リリアル、ライ
ラル、シトロネロール、フェニルエチルアルコール、ヘキシルシンナムアルデヒド、ゲラ
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テ（ｂｏｉｓａｍｂｒｅｎｅ　ｆｏｒｔｅ）、アンブロキサン（ａｍｂｒｏｘａｎ）、イ
ンドール、ヘジオン（ｈｅｄｉｏｎｅ）、サンデライス（ｓａｎｄｅｌｉｃｅ）、レモン
オイル、タンジェリンオイル、オレンジオイル、アリルアミルグリコレート、シクロバー
タル、ラバンジンオイル、ムスカテルセージオイル、ダマスコン、バーボンゼラニウムオ
イル、シクロヘキシルサリチレート、バートフィクス　コアー（ｖｅｒｔｏｆｉｘ　ｃｏ
ｅｕｒ）、イソ－Ｅ－スーパー（Ｓｕｐｅｒ）、フィクスオリド（Ｆｉｘｏｌｉｄｅ）Ｎ
Ｐ、エバーニル（ｅｖｅｒｎｙｌ）、イラルジンガンマ（ｉｒａｌｄｅｉｎ　ｇａｍｍａ
）、フェニル酢酸、ゲラニルアセテート、ベンジルアセテート、ローズオキシド、ロミラ
ット（ｒｏｍｉｌｌａｔ）、イロチル（ｉｒｏｔｙｌ）及びフロラマット（ｆｌｏｒａｍ
ａｔ）単独又は互いと混合しての使用である。
【００６４】
着色剤
　着色剤として使用され得るのは、例えば、Ｆａｒｂｓｔｏｆｆｋｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　
ｄｅｒ　Ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｆｏｒｓｃｈｕｎｇｓｇｅｍｅｉｎｓｃｈａｆｔ，Ｖｅｒ
ｌａｇ　Ｃｈｅｍｉｅ，ワインハイム，１９８４年，第８１頁ないし第１０６頁の出版物
“Ｋｏｓｍｅｔｉｓｃｈｅ　Ｆａｒｂｅｍｉｔｔｅｌ”中に編集されている、化粧目的の
ために適する及び許容し得る物質である。着色剤は通常、全混合物に基づき、０．００１
ないし０．１質量％の濃度で使用される。
【００６５】
他の補助剤
　化粧品製剤に対して、補助剤として、シリコーンのような消泡剤、マレイン酸のような
構造剤、エチレングリコール、プロピレングリコール、グリセロール又はジエチレングリ
コールのような可溶化剤、ラテックス、スチレン／ＰＶＰ又はスチレン／アクリルアミド
コポリマーのような乳白剤、ＥＤＴＡ、ＮＴＡ、アラニン二酢酸又はホスホン酸のような
錯化剤、プロパン／ブタン混合物、Ｎ2Ｏ、ジメチルエーテル、ＣＯ2、Ｎ2又は空気のよ
うな液体推進剤、酸化染料前駆体としてのいわゆるカップラー及び顕色剤成分、チオグリ
コール酸及びその誘導体、チオ乳酸、システアミン、チオリンゴ酸又はメルカプトエタン
スルホン酸のような還元剤、又は過酸化水素、臭素酸カリウム又は臭素酸ナトリウムのよ
うな酸化剤を含ませることがさらに可能である。
【００６６】
　適する昆虫忌避剤は、例えば、Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド、１，２－ペンタン
ジオール又は昆虫忌避剤３５３５であり；適するセルフタンニング剤は例えば、ジヒドロ
キシアセトン及び／又はエリトルロース又はジヒドロキシアセトン及び／又は国際公開第
０１／８５１２４号パンフレットに記載されるジヒドロキシアセトン前駆体及び／又はエ
リトルロースである。
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